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3. アプリの概要
• 日常的に利用できるチャットや他のサービスと連携できる構成とした。(図4, 5)

• 全国に74病院展開しており、全ての病院で徳洲会ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ(TIS)が

開発した人事システムを導入している。(図1)

• 職員は、入職時に徳洲会グループ内でユニークなID（本部ID）が付与される

IDには以下情報が紐づく（名前 ・生年月日 ・施設 ・部署 ・職種 等）。(図2)

1. 徳洲会グループの概要

2. 安否確認の課題と解決策

• 課題①：ユーザーの管理が手作業のため、管理者に負担がかかる。

解決策：人事システムと連動する安否確認にすることでアカウントを自動作成。

部署・職種も紐づくので集計を効率化可能。

• 課題②：アプリが浸透していないため、実際の災害時に回答率が悪い。

解決策：普段から使用しているチャットアプリに安否確認を組み込むことで災害時に

安否確認の回答率を改善する。(図3)
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私が発表する今回の演題について開示すべき
COIはありません. 

徳洲会グループにおける安否確認アプリケーションの開発

6. 活用事例・結果

7. まとめ・今後の課題
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• 2022年6月15日職員793名に対して安否確認テストを実施し、回答者(590名)

のうち1時間以内で70％が回答していることで利便性・操作性に問題無い事を確認。

(名古屋徳洲会総合病院) (図13, 14)

• 2022年3月16日福島県沖の地震状況把握を行い、写真で被災状況の見える化を

行った。（メッセージ・画像：計37件）(図15)

• 徳洲会グループの職員への浸透を促進するため、徳洲会グループが開発した

既存のチャットアプリ(各種連携機能あり)に安否確認を組み込んだシステム

を開発した。

• 人事システムと連携し、職員属性（施設・部署・職種・名前）の情報集約を可能

にした。（課題①）

• 名古屋徳洲会総合病院での安否確認テスト結果では、約80％の安否を確認し

有用性を確認した。（課題②）

• 今後の課題として、病院（徳洲会グループ）に特化した安否確認システムを開発して

いき、グループ間でのリアルタイムな状況把握、災害支援をできるようにする予定である。
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ユニークなIDのため、
転勤・応援時も人を特定可能
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4. 安否確認システムの流れ

管理者:作成・開始 ユーザー：回答

管理者:集計補足：様々な安否確認が可能

5. 安否確認システムの詳細情報

• ブラウザ版とスマホ版で、安否確認システムを構築した。(図10)

• スマホを持っていない職員のため、予め登録されたメールアドレスに送信可能。(図11)

• 自動安否確認システム：震源(エリア)・震度を予め設定し、条件に一致した

地震が発生した際に自動で安否確認を開始することが可能。(図12)
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（Chatis）
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